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１． 背景 

『まだあげ初めし前髪の                    やさしく白き手をのべて 

林檎のもとに見えしとき                    林檎をわれにあたへしは 

前にさしたる花櫛の                        薄紅の秋の実に 

花ある君と思ひけり                        人こひ初めしはじめなり 

わがこゝろなきためいきの                林檎畑の樹の下に 

その髪の毛にかゝるとき                  おのづからなる細道は 

たのしき恋の盃を                          誰が踏みそめしかたみぞと

君が情に酌みしかな                      問ひたまふこそこひしけれ』 

島崎藤村の詩 “初恋” を読む時、詩全体から日本人の感性の素晴らしさを感じ、

一字一句から初恋の甘酸っぱい切なさを感じ、響きから遠く木曽路の風景を感じる。

“まだあげ初めし前髪の” “やさしく白き手をのべて” “おのづからなる細道は” 

そして“林檎”という言葉に、小生はいつも胸が熱くなる。 

大学時代に初めて読んだこの詩は現在でも小生の文学感の原点にある。 

『島崎藤村（1872 年 3 月 25 日（明治 5 年 2 月 17 日）- 1943 年（昭和 18 年）8 月 22 

日）は、日本の詩人、小説家。信州木曾の中山道馬籠村生まれ。文学界に参加し、ロ

マン主義詩人として“若菜集”などを出版。さらに小説に転じ、“破戒”“春”などで代表

的な自然主義作家となった。作品は他に、日本自然主義文学の到達点とされる“家”、

父をモデルとした歴史小説の大作“夜明け前”などがある。』 

小説“破戒”を読んだ時の心の衝撃は凄かった。 

大学で破壊力学を専攻していた小生は何か運命の偶然を感じた。 

２．今回の旅の目的 

木曽路・島崎藤村へ、自分の進んでいる道が正しいか。 

お遍路さんの様に訪ねる。 

小説“夜明け前”から 

『木曽路はすべて山の中である。あるところは岨（ソバ）づたいに行く崖の道であり、

あるところは数十間の深さに臨む木曽川の岸であり、あるところは山の尾をめぐる谷

の入り口である。一筋の街道はこの深い森林地帯を貫いていた。』 

木曽路・島崎藤村へ                   

　　　　　奈良井・妻籠・馬籠 

     

２０１６年８月２０日(土) 
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３．行動内容

１）日時

６時４０分：大月自宅発  青い折笠プリウスα

８時１０分：奈良井宿着 約１５０ｋｍ走行

８時１０分～１６時００分 青い折笠プリウスα＆徒歩

奈良井宿 → 妻籠宿 → 馬籠宿

１９時３０分：大月自宅着 約２４０ｋｍ走行

２）移動内容

大月

奈良井

妻籠馬籠

奈良井

馬籠

妻籠
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４．旅のレポート

１）奈良井宿

『木曽路十一宿の江戸側から二番目で、十一宿の中では最も標高が高い。難所の鳥

居峠を控え、多くの旅人で栄えた宿場町は「奈良井千軒」といわれた。現在も重要伝

統的建造物群保存地区として、当時の町並みが保存されている。また、江戸時代か

ら曲げ物、櫛、漆器などの木工業が盛んで、旅の土産物として人気があった。』

木造の町並みは江戸時代の様だ。

木曽路はすべて山の中である。

遠い時代、遠い国にタイプスリップした様だ。

が、とても居心地が良く、妙に落ち着く。

やはり、小生も日本人なのだ。

上原うるしの老舗・松坂屋に寄る。

日本漆工協会賞やアイデア賞などを

受賞するなど木曽路でも有名なお店。

中はこじんまりしていて、とても良い

雰囲気。入るや否や、さくら茶と味噌

せんべいを御馳走になる。

更に朝一のお客さんという事でコーヒーまで御馳走に。

サイフォンで入れたコーヒーはそれはそれは美味かった。

最後はパーキンソン病でありながらご主人が色紙を書いてくれた。

“夢は大きく 心は広く ことばは○く”

日野のお遍路さんは大きな御慈悲をいただき深々と頭を下げた。

Ｐ．Ｓ．購入したうるしの箸は今たいせつに使っている。

町並み探索後、お団子屋さんへ。

五平餅をいただく。くるみ・えごま・ごま

のたっぷり入った醤油味噌だれが美

味しい。お茶も美味しい。

これも木曽の味。

最後、木曽の大橋へ。

緑の山合い中、形がきれいな橋である。

樹齢３００年以上の天然木を使った総檜造りの太鼓橋。

奈良井宿、山里の素晴らしい所であった。
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２）妻籠宿

『妻籠宿は、中山道四十二番目の宿場で、現在は長野県木曽郡南木曽町。

木曽路を代表する観光名所として名高い。

経済成長に伴い全国の伝統的な町並みが姿を消してゆく中、いち早く地域を挙げて

景観保全活動に取り組んだことが評価され、1976 年、国の重要伝統的建造物群保

存地区の最初の選定地の一つに選ばれた。』

奈良井宿とは雰囲気が全然違う。

山に囲まれた山里の宿場街と言う感じ

である。

凛とした静けさと気品を感じる。

建物一つ一つに個性と主張を感じる。

水車小屋が昔のまま残る。

本陣や宿屋もそのまま残る。

とても居心地が良く、妙に落ち着く。

日野のお遍路さんは長期滞在したいと

思い始めている。

町並み探索後、お蕎麦屋さんへ。

どうしても蕎麦掻（がき）が食べたかっ

たのだ。期待値以上の美味さ。

ネギと一緒にそばつゆで食べる。

口の中でとろけるよう。

最後に蕎麦掻汁にそばつゆを入れて

                  飲んだが、あまりの美味さに涙が出た。

次に山菜蕎麦。地元で採れたきのこの食感が最高。

田舎仕込みの醤油味もたいへん良い。

蕎麦掻と山菜蕎麦、木曽に来てよかった。

Ｐ．Ｓ．左のテーブル：お局さんたちが生ビールを飲んでいる・・・

    右のテーブル：山おやじたちが升酒を飲んでいる・・・

家のお土産は木曽産純正のほうきを購入。

履き心地が最高である。
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３）馬籠宿

『馬籠宿は、中山道四十三番目の宿場で、木曽十一宿の一番南の宿場町である。

かつては長野県木曽郡山口村に属したが、2005 年（平成 17 年）2 月の山口村の越県

合併により岐阜県中津川市に編入された。

石畳の敷かれた坂に沿う宿場で、馬籠峠を越えた信州側の妻籠宿と共に人気があり、

多くの観光客が訪れる。石畳の両側にお土産物屋が並び、商いをしていない一般の

家でも当時の屋号を表札のほかにかけるなど、史蹟の保全と現在の生活とを共存さ

せている。旧本陣であった藤村記念館（島崎藤村生家跡）がある。』

恵那山を近くに望み、昔の町並みの馬籠宿

がある。

きつい坂にある宿場町で奈良井宿や妻籠

宿と雰囲気が全然違う。

石畳が独特の情緒を出している。

木曽路を代表する宿場町として気品を感じる。

藤村記念館

小生、どうしても訪れたかった。

自分の進んでいる道が正しいか。

師に仰ぎたかった。

『藤村記念堂、藤村の祖父母の隠居所、ふるさとの部屋

（DVD コーナー）記念文庫（研究室）、第二文庫（企画展示

室）、 第三文庫（常設展示室）の建物からなり、『嵐』『夜明

け前』などの作品原稿、遺愛品、周辺資料、 明治大正詩書

稀覯本コレクションなど約６千点を所蔵しています。常設展

示室には処女詩集『若菜集』から絶筆『東方の門』までを展

示、終焉の地、神奈川県大磯町の書斎を復元してあります。

一巡すると藤村の生涯をたどることが出来ます。』

大学時代、師と仰いだ島崎藤村の生涯、考え方、行動、仕事、家族をたどり、

自分の進んでいる道は正しいと確認できた。小生の原点には師・藤村がいる。

我の師には、大学時代からの師・島崎藤村先生、そして会社に入ってからの師・

芹沢光治良先生がいる。小生は幸せである。
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５．まとめ

今回、お遍路さんの様に、木曽路の旅をした。

小生の旅人魂が大きく甦った。

中山道木曽路９０ｋｍ、ゆっくり歩いて宿場町を全部訪れてみたい。

山間の中で“生きることを教えるもの”とは？

是非、考えてみたい。

６．追伸

帰りの全走行距離２４０ｋｍの内、１００ｋｍ経過地点で運転を

家内に交代していただき、反省会を実施。

Ｐ．Ｓ．左のテーブル：お局さんたちが生ビールを飲んでいる・・・

       → 一番搾り５００ｃｃで対抗

    右のテーブル：山おやじたちが升酒を飲んでいる・・・

       → 地酒ワンカップ（写真参照）で対応

お遍路さんは甲府付近ですっかり御機嫌気分になりました。


